
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

  

・感謝の心を育てる心の教育・ボランティア教育 
・たくましい脳を育てる右脳教育 
・常勤外国人教師による日々の英語教育 

今
月
の
し
つ
け 

平成３０年度１回目の漢字検定が
行われました。 
合格した方を紹介します。 
おめでとうございます。 
保護者様のご参加もお待ちして
おります。 

約
束
を
守
っ
て 

明
る
い 

 

元
気
な
子
ど
も 

３級 井岡早苗さん（保護者様） 
４級 岡 仁愛さん（小６） 

神谷輝一くん（小２） 
５級 三木結生さん（小５） 

１０級 大澤希乃さん（小２） 
向井天斗くん（小２） 
柚木梨央さん（小２） 
垣友里さん ） 
降紗季さん（小１） 
降真季さん（小１） 

甲地希羽さん（小１） 
長谷川みさん（小１） 
藪 佑光くん（小１） 
吉田大希くん（小１） 
小笠原遥くん（藤Ａ） 
梅本侑輝くん（藤Ａ） 
岡 心愛さん（藤Ｂ） 
田中陸統くん（藤Ｂ） 
森田美南さん（黄Ｂ） 

 
 

 

 

６級 尾  燦さん（小６） 
仲村太希くん（小５） 
横田陽南さん（小４） 

７級 佐藤さくさん（小５） 
上田真子さん（小４） 

    谷豊寛くん（小３） 
    橋絆音さん（小２） 
８級 白川優莉さん（小３） 
９級 尾  賢くん（小３） 

武藏真優さん（小３） 
田中希星さん（小２） 
仲村一華さん（小２） 
三木悠太くん（小２） 

夏の壁面を学年ごとに製作 
しました。ホールや部屋に 
涼しげな環境が出来ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あっという間の一学期。皆さんにとっては長く感じられたでしょうか。 

短く感じたでしょうか。今年度新しく入園頂いたお母様にとっては、毎日の

リズムを定着させるのにご苦労もあられたと思います。泣いて「幼稚園に行かない！！」と言ってみたり、

初めての園生活に戸惑って夜泣きをしたり、排泄の習慣が崩れてしまったこともあったでしょう。しかし

ながらここまでお母さんも子どもも幼稚園に行こうという目標を持ち続けて下さったことに、感謝をお

伝えしたいと思います。ありがとうございます。 

明日から夏休みに入ります。少しゆっくりとした時間の流れの中で一学期に成長した子どもの姿をじっ

くりと心の眼で見てあげて下さい。 

 

今日、１学期の最後の日に園児達にお願いをしようと思っています。 

  

園児は園生活でも家庭の生活でもありがとうを言ったり、ありがとう探しができるようになってくれてい

ますが、ついつい夏休みの間に培った習慣がなくなってしまっては勿体ないことです。 

大人でも「あっ！わたし今ありがとう言わなかった」と後悔することがありますよね。 

園児達に「１日１回のありがとうを発見！！」（赤組さんや青組さんは「ありがとうを言う」）をがんばって

欲しいと思います。 

もし、子ども達がありがとうをみつけたら、カレンダーや紙に書いてあげましょう。いつも目につくとこ

ろに貼っていると忘れませんし、きっと視覚効果で自分からしようと気づくこともあると思います。 

カレンダーや紙がいっぱいになったら園に持って来て見せてくださいね。 

ひそかに楽しみにしておきます。 

 

 以前読んだ本の中にこんなことが書いてありました。「行動や行為のことをＤｏｉｎｇという。そしてそ

の結果、得られるものを Havingという。子育ての例でいうと、親が期待するような行動を取ったときに

「いい子だね」と誉める。これは Doingを評価したことになり、子どもがいい成績をとったときにその成

績を誉める。その子が手に入れた結果、つまり Ｈａｖｉｎｇを評価したことになる。（中略）この子自身の

ことをＢｅｉｎｇと言う。Ｂｅｉｎｇとはその子の存在そのもののことである。人間は、Ｄｏｉｎｇ、Ｈａｖｉｎｇばかりに

偏って評価されていると自分の存在、つまりＢｅｉｎｇが不安になってくる。そのままの自分ではダメだと思

えてくるのです。」ということが書いてありました。先に私が書いた「ありがとう」を探すことは、Ｄｏｉｎ

ｇ、Ｈａｖｉｎｇではありますが、ハルナの子としてのＢｅｉｎｇがなければ、Ｄｏｉｎｇ、Ｈａｖｉｎｇは大変、愛のない

乾いたものになってしまいます。他の子と比べてどうかとか、どうしてこれが出来ないのと、出来ないこ

とに目を向けるのでなく、Ｂｅｉｎｇありのままの子どもを受け入れたうえで、彼らのＤｏｉｎｇ、Ｈａｖｉｎｇを誉

めてやって下さい。子どもの行動には表れてきていないかもしれないけれど、その目標に向かって一つ

ずつ心の歩みを進めていることを、これも又お母さんの心の眼でみてやって欲しいのです。その本の中

にもうひとつ、「ヘレン・ケラーはこう言っています。『最も素晴らしいものや、最も美しいものは目で

見ることも手で触れることもできない。それは心で感じるものです』」と書いてありました。 

園児たちのひたむきな心は、目でみえないけれどキラキラと輝いています。目で見えないことにも真実

があることを五感だけで得る情報以外にも真実があることを深く感じます。私達保育者も五感にたよる

のみでなく、心の眼を通して園児達をしっかりと見つめていこうと心に刻んでいます。 

一学期の毎日の保育、幾多の行事、保護者様の温かいご支援、ご協力誠にありがとうございました。 

先生達も夏休みを頂いて、しっかり充電して、又子ども達と元気一杯の二学期をスタートさせたいと思

います。 

園児の皆さん、保護者様におかれましても、楽しい有意義な夏休みでありますよう、お祈りいたします。 

またおてがみします。 

奥 裕子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 困っているお友達を見つ 
けるとすぐに駆け寄り優し 
く声を掛けてくれます。 

これからも優しい心を 
たいせつにしてくださ 
いね。 

 給食の野菜を残さず 
食べてくれます。 
たくさん食べて丈夫な 
身体をつくりましょう。 

年少児のお友達 
「ひまわり」 

絵の具や廃材を使っておいしそう
なアイスやジュースが出来上がり
ました。 

年少児のお友達 
「I like summer」 

年中児のお友達 
「あさがお」 

満３歳児のお友達 

 

おともだちとごはんを 

たべたり、おとまりをし 
てとてもたのしかった 
ですね。おとまりほい 

くでたくさんの「ありが 
とう」をみつけることが 
できました。 

年長児のお友達 

 

 いつもブロックやつ 
みきでいろいろなも 
のをつくってみせてく 
れます。おともだちと 
いっしょにあそぶの 
はたのしいですね。 

満３歳児のお友達 

 

折
り
紙
で
鮮
や
か
な
朝
顔
が
完
成
し
ま

し
た
。
ぐ
る
ぐ
る
と
ま
い
て
い
る
つ
る
も

上
手
に
描
け
ま
し
た
。 

折
り
紙
で
大
き
な
ひ
ま
わ
り
を
折
っ
て

夏
ら
し
い
製
作
に
な
り
ま
し
た
。 

年中児のお友達 

年長児のお友達 
「くじら」 

クレヨンと絵の具ではじき絵を
して海の中も表現しました。 

年中児のお友達 

 まいにちようちえ 
んのできごとをえに 
っきにしてくれます。 
つづけるちからが 
とてもたいせつで 
す。いつもよむのが 
たのしみです。 

年長児のお友達 

 おともだちとたく 
さんあそべてたの 
しかったね。また 
はるのおとまりほ 
いくをたのしみにし 
ましょうね。 

ほめてもらうと 
うれしいですね。 
もっとうえをめざ 
してこれからも 
がんばってくだ 
さい。 

年中児のお友達 
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●卒園児合宿●７／３０（月）～７／３１（火）【幼稚園卒園児】 

 

●ハルナ塾・アフタースクール２学期始業●８／２１（火） 

●流しそうめんパーティー●８／２１（火） 
 

 

●２学期始業式●８／２１（火）  
 ●幼稚園ツアー●８／２８（火）【予約制】 

 

カプラ遊びではお友達と協力をして大きな物を造
ったり一人でバランスを上手くとって造ったりと
色々な物を造っています。この日はカプラを少しず
つずらして階段の様に上に積み重ねて遊びました。
「ゆらゆらしてドキドキするね」などとワクワクし
た様子で盛り上がっていました。カプラを通じて遊
びだけでなく子ども達の集中力や巧緻性も育てて
いきたいと思います。 

●クラス委員会●８／２２（水） 
 

 ●夏休み●７／２８（土）～８／２０（月） 
 

＜道徳の大切さ＞ 

  

４月当初は、「○○しますよ」と先生が伝えてから
片付けや用意を始めていました。けれども最近は、
「もう時計が５になったよ」「片付ける時間だよ」
と子ども達同士で気づき、声を掛け合ってくれてい
ます。また「何分から日課をしますか？」と聞いて
くれる子もいます。時計を見て、時間を気にしなが
ら行動することにより、行動力や判断力も養えるよ
うになると思います。気付き助け合えるクラスにし
たいと思います。 

 先日、幼・保・どんぐりの職員全員でモラロジー生涯学習セミナーを受けました。 
母親大学でも講師で何度も来て頂いております、モラロジー研究所の先生をお招きし
ました。 
 園児達の毎日の生活の中でも道徳、心づかいの大切さを身にしみて感じます。 
一緒にあそぶ姿の中からお互いの気持ちを尊重しあったり、「次はこうしよう」と遊
びの提案を言い合ったりなど様々な視点から人の気持ちを考えること、友達を思いや
る心が芽生えてきてくれます。 
先日、夏のおとまり保育へ行った際、園児達の心づかいをたくさん目にすることがで
きました。鈴鹿サーキットではスタッフの方へのご挨拶、乗り物に乗ったあと次の人
への心、昼食後自分のゴミだけでなく、周りのゴミを拾うこと、入浴の時の周りのお
客様への心づかい、先生達がきっかけをつくりながらも普段の生活の中では機会がな
いこともこうして二日間を共にすることにより、たくさんの心づかいを垣間見ること
ができました。 
また、就寝時にお母さんのことを思い出して、少し涙を流している子を見つけて、
「大丈夫だよ。明日になったらお母さんに会えるからね」と優しい言葉をかけてくれ
ている青組さんがいました。言葉をかけてくれた園児も少しは同じような気持ちもあ
ったと思いますが、自分の気持ちを押えて優しく言葉をかけてくれる姿はとてもうれ
しかったです。 
「心づかいの積み重ねが運命になる」という言葉をモラロジー研修で教えて頂きまし
た。子ども達の優しい心遣いの積み重ねが子ども達の人生を明るく良きものにしてく
れることを祈ります。２０２０年には小学校で道徳が教科になるとうかがっていま
す。ハルナで心遣いの積み重ねをした子ども達がさらに小学校で深い学びをしてくれ
ることを期待します。 

●園外保育（年長児）●８／２２（水） 
 

●園外保育（イマージョン・藤組）●８／２４（金）・２７（月） 
Osaka English Village

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月３０日に行なわれました「七夕まつり」の感想文を保護者様より 
頂きましたので、一部紹介させて頂きます。 

七夕まつりも最後の参加となりました。子ども達
も、いつもと違う装いに、楽しそうに行事に参加してい
る姿が、かわいらしく見えました。三人目と言えど初
めての女の子のため、おしとやかに踊る姿は新鮮で
した。毎年震災にふれたお話がありますが、幼稚園
に毎日通えることが幸せであることを知ってもらうた
めにも、ぜひとも話つづけてほしいと思います。    

年長児の保護者様 

外国人の私にとって初めての日本の幼稚園のイベ
ントに参加し、感動しました。ご存知かと思います
が、七夕は中国由来、ですがその文化を踏襲し守っ
てきたのは日本です。小さな子供に昔の話を教えた
り、おどりを 学んだりする事はたいへん良い事だと
感じます。この祭りで子供の成長を悟り、心の底から
嬉しく思いました。（略） 

満３才児の保護者様  

（略）席も毎年少しずつ前に座らせていただき、いよ
いよ来年は藤組の保護者席です。初めて緑組で参
加させていただいた年に、浴衣で辛いのに腰を低く
してくださったことに感激してからもう四年。 
先生方に声をかけられる前からかがむ自分にすこし
ニヤニヤしながら、来年も楽しませていただきたい
と、今から楽しみです。     

年中児の保護者様 
 

  

７月１０日（火）赤組保育参観を行いました。保護者様より感想文をいただきましたので 
一部ご紹介させていただきます。 

（略）暑さに負けず、熱心に子ども達と向き合
っている先生方の姿が印象的で、いい刺激にも
なりました。息子にとっても、家では経験でき
ないことを毎日彼なりに吸収しているんだなと
改めて実感しました。途中で泣き出してしまい
ハラハラすることもありましたが、泣きながら
登園していた四月五月に比べると、ハルナにも
慣れ、休日には、先生すき！とかハルナ行きた
い！というようにもなりました。（略） 

（略）日課でこんなにもたくさんのことを学ん
でいることに驚きました。英語にひらがな、数
字、リズムよく大きな声で楽しんで行ってくれ
ている姿がたくましく見えました。体育ローテ
ーションでも、楽しそうに体を動かしていて、
ハルナの教育が素晴らしいなと改めて感じま
した。（略） 

保護者様と一緒に〝海”を

イメージして写真たてを作

りました。ワカメや魚、貝

殻や写真を貼り、海の中を

表現しました。 

七夕まつりでうたう 
「ひまわりおやくそく」について 

 ２０１１年３月１１日に起きた東日本大震
災で被害にあわれた宮城県の幼稚園に、
その年にハルナのバスや救援物資を届
けに行きました。 
その幼稚園に通われていて、天国に召さ
れたお子様のために、ご両親がお子様の
笑顔を思い浮かべながら作られた歌が
「ひまわりおやくそく」です。 
ご家庭でもご一緒に唄ってみて下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6/30(土) 
アンパンマンバスに乗ろう!! 

（未就園児） 
お部屋で英語の手あそびやお歌を唄

ってからアンパンマンバスに乗車しまし
た。切符にハンコを押してもらい、アン
パンマンに手を振って出発しました。バ
スに乗って幼稚園の雰囲気を味わって
もらうことができました。 

7/4(水)・5（木） 
夏のおとまり保育（年少児以上） 
鈴鹿サーキットへ遊びに行きま

した。沢山の乗り物に乗れて大満
足の様子でした。夕食では美味し
いカレーをいただき、お楽しみ会
では先生達の出し物に盛り上が
り、楽しい２日間を過ごしました。 

7/10（火） 
赤組保護者参観 

 初めての参観で少し緊張し
た様子でしたが日課活動では
しっかりと前を向き、体育ロー
テーションでは力一杯取り組む
ことが出来ました。保護者様と
写真たてを作って、楽しい時間
を過ごしました。 

7/11 (水) 
お誕生日会（7・8・9月生） 

（年少児以上） 
お誕生児のお友達は胸元にバ

ースデーシールを貼り登園しまし
た。お祝いの言葉をかけられた子
は、「ありがとうございます」と
嬉しそうに言う姿が見られまし
た。先生から出し物は「フルーツ
カーニバル」のダンスをプレゼン
トし、お母様からは楽しい製作や
ゲームをしていただきました。 
ありがとうございました。 

7/21（土) 
学力テスト 

（学童保育ハルナ塾・卒園児） 
 育伸社の学力テストを行な
いました。初めは緊張している
様子の子ども達でしたが、テ
ストが始まると、問題文をしっ
かりと読み、真剣な表情の子
ども達でした。見直しをするこ
とも忘れず集中して取り組み
ました。 

7/23（月） 
被害防止安全教室 

 警察の方が来てくださり、人形劇
で自分の命は自分で守る事の大切
さを教えていただきました。長い休
みに入る前に皆で約束ごとをして、
最後に「いかのおすし一人前」のダ
ンスを踊ったり楽しく学ぶ事が出来
ました。 

7/10（火） 
ボランティア学習（青Ｂ組） 

 初めてのボランティア学習で少し
緊張していましたが、どんぐりの入所
者の方の前で「おはようございます」
と大きな声でご挨拶する事が出来ま
した。車椅子を押すお手伝いをさせ
て頂き、「どうですか？」と聞きなが
ら優しい気持ちでお手伝いをする事
が出来ました。 

6/29（金） 
七夕まつり 

 浴衣姿でいつもとは違った様
子で少し照れていた子ども達で
した。どの学年も発表ではお家
の人に頑張っている姿を見ても
らおうと日頃の練習の成果を発
揮してくれていました。 

7/20(金) 
園外保育（青組） 
橿原子ども科学館 

ペットボトルのロケットを飛ばした
り、遠くにいても会話が出来る機械で
お友達と会話を楽しんだりしていまし
た。様々な科学に触れ、興味津々で楽
しく過ごす事が出来ました。 


